


《 応援歌「とききたり」作成趣旨 》

塚口中学校創立７０周年という節目の年に、子どもたちが今後の人生の中で、

いろいろな苦しいことや辛いことがあっても、それに負けず、勇気を奮い立た

せ、果敢に立ち向かっていく心の支えとなるようなものを贈りたいという願い

から、応援歌の制作に取り組みました。

また、大人になり、年をとっても、同窓会などで肩を組んで歌い合える塚口

中学校の精神や心意気を込めたものにしたいという想いもありました。

《 「とききたり」の歌詞に込めた想い 》

子どもたちはこれからの人生の中で、人生を左右するいろいろな分岐点に遭

遇します。そのときに、背中を押し勇気づけることができる歌詞としました。

応援歌「とききたり」は、「勝負の時」「決断・挑戦の時」「旅立ちの時」の３

つの分岐点を想定して応援しています。

１番の歌詞は、「勝負の時」です。相手に対して凛とした涼やかな態度で臨

み、勝負を決するということです。また、歌詞には書けませんでしたが、勝負

の後で相手を敬い、お互いの健闘を称えあうというスポーツマンシップの精神

も込めています。

２番の歌詞は、「決断・挑戦の時」です。一番身近にいる自分自身に負けず

に、日々努力に励んで栄光をつかんでほしいという願いを込めています。「辛

苦を求め」という歌詞は、戦国武将の山中鹿之助が『我に七難八苦を与えよ』

と言った言葉をイメージしています。

３番の歌詞は、「旅立ちの時」です。京都帝国大学哲学科卒業の森信三とい

う人の「一眼は遠く歴史の彼方へ 他の一眼は脚下の実践へ」という言葉を参

考にしたもので、『過去・現在そして未来に想いを馳せ、「いま、ここ」を大切

に生きる』というメッセージを込めています。

また、「時を守り 場を清め 礼を正す」という本校の学校生活の基本も森

信三語録からのものです。

《 逍遥歌「絆」作成趣旨 》

子どもたちが日常においても口ずさめるようなものとして、逍遥歌「絆」の

制作にも取り組みました。卒業した塚口中学校生はみんなひとつの絆で結ばれ

ており、世界のあらゆる場所で活躍しているものの出発点は塚口中学校であり、

塚口中学校はいつでも君たちを応援しているという気持ちで制作しました。な

お、歌詞には本校６９期生徒会役員が創出したキーワードをちりばめています。


